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イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

今
成　

信
司　

議
員　

渋
川
市
の
基
本
施
策
と
ビ
ジ
ョ
ン

池
田　

祐
輔 

議
員　

質
問　

国
で
は
急
速
な
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
東
京
圏

へ
の
過
度
の
人
口
集
中
を
是
正
す
べ
く

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を

制
定
し
た
。
本
市
の
「
地
方
創
生
総
合

戦
略
」
の
策
定
に
お
い
て
、
中
核
と
な

る
で
あ
ろ
う
特
色
あ
る
い
は
強
み
と
な

る
事
業
・
分
野
と
は
。

企
画
部
長　

県
内
他
市
と
比
較
す
る
と
、

第
一
次
産
業
と
第
三
次
産
業
の
割
合
が

高
く
、
第
一
次
産
業
の
ほ
と
ん
ど
は
農

業
従
事
者
で
す
。
ま
た
、
第
三
次
産
業

で
は
宿
泊
業
等
が
県
内
他
市
の
中
で
最

も
高
い
割
合
か
ら
、
農
業
や
宿
泊
業
等

を
踏
ま
え
た
観
光
業
を
活
用
し
た
施
策

展
開
が
有
効
と
考
え
ま
す
。

質
問　

平
成
30
年
度
か
ら
の
次
期
総
合

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、
法
的
な
策
定

義
務
は
な
く
な
っ
た
が
、
本
市
で
の
策

定
予
定
は
。

企
画
部
長　

総
合
計
画
は
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
、
ま
た

ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
展
望
を
示
す
も

の
と
し
て
必
要
で
す
。
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経
る
こ
と

が
適
正
と
考
え
て
お
り
、
基
本
構
想
の

策
定
に
か
か
わ
る
条
例
を
制
定
し
、
こ

れ
に
基
づ
き
策
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

現
在
、
教
育
振
興
大
綱
の
策
定

に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
次

世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
教
育

委
員
会
以
外
に
も
広
く
一
般
の
方
の
参

加
が
こ
れ
か
ら
は
必
要
と
考
え
る
。
本

市
の
意
向
は
。

企
画
部
長　

大
綱
策
定
の
協
議
は
、
総

合
教
育
会
議
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

構
成
は
、
法
律
で
市
長
と
教
育
委
員
会

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
の

参
加
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
必
要
に
応

じ
て
出
席
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

質
問　

各
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
と
評
価
、

今
後
の
展
開
は
。
ま
た
行
う
目
的
は
。

商
工
観
光
部
長　

お
祭
り
等
は
、
地
域

の
一
体
感
の
醸
成
、
地
域
経
済
の
活
性

化
等
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
開
催
目
的
を
踏
ま
え
、
実
行
委

員
会
等
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
開
催

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

年
号
を
ま
た
い
で
き
た
伝
統
・

地
域
風
俗
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
渋

川
山
車
ま
つ
り
を
今
以
上
に
市
を
あ
げ

て
応
援
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

商
工
観
光
部
長　

地
域
活
性
化
と
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
動
向
と
採
用
に
つ
い
て

質
問　

現
在
の
職
員
及
び
臨
時
職
員
の

市
内
・
市
外
居
住
者
数
。
ま
た
、
市
民

で
市
外
勤
務
公
務
員
数
は
。

総
務
部
長　

正
職
員
は
市
内
６
６
３
人
、

市
外
２
３
６
人
、
臨
時
職
員
は
市
内
５

０
９
人
、
市
外
78
人
で
す
。
ま
た
直
近

国
勢
調
査
に
お
け
る
、
市
民
で
本
市
職

員
以
外
の
公
務
員
数
は
５
９
２
人
で
す
。

質
問　

市
外
に
居
住
す
る
職
員
及
び
臨

時
職
員
に
市
内
に
住
ん
で
も
ら
い
た
い

が
見
解
は
。

総
務
部
長　

緊
急
時
対
応
な
ど
に
あ
た

り
、
職
員
の
居
住
地
が
ど
こ
で
あ
る
か

に
関
わ
ら
ず
、
支
障
が
で
る
こ
と
の
な

い
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

質
問　

今
後
の
職
員
採
用
基
準
で
、
渋

川
を
よ
り
愛
す
る
方
や
、
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
人
を
採
用
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。

総
務
部
長　

現
在
も
作
文
試
験
や
面
接

試
験
で
受
験
者
の
渋
川
に
対
す
る
「
想

い
」
や
仕
事
に
対
す
る
「
熱
意
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

渋川市の人口推計

渋川山車まつり
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「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の
廃
案
を
求

め
る
請
願

（
請
願
者
）
渋
川
勤
労
者
協
議
会

　
　
　
　
　

憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す           

　
　
　
　
　

渋
川
北
群
馬
連
絡
会

　

今
回
の
法
案
は
他
国
防
衛
を
禁
じ
た

憲
法
解
釈
の
根
底
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

平
和
安
全
法
制
の
整
備
に
よ
り
、
紛
争

抑
止
力
を
高
め
、
外
交
力
を
増
す
こ
と

で
平
和
的
終
結
を
目
指
す
も
の
で
あ
る

と
信
じ
る
た
め
に
反
対
。

　

今
回
の
請
願
は
内
閣
や
国
会
へ
の
意

見
の
引
き
上
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
市

民
の
声
を
国
に
あ
げ
て
い
く
と
い
う
こ

と
も
市
議
会
の
大
き
な
使
命
だ
と
思
う
。

　

お
の
お
の
の
議
員
の
考
え
は
別
に
し

て
、
市
民
の
声
を
政
府
や
国
会
に
伝
え

る
努
力
を
願
う
立
場
と
し
て
賛
成
。

「
平
和
安
全
法
制
」(

国
際
平
和
支
援
法

：
海
外
派
兵
恒
久
法
と
平
和
安
全
法
制

整
備
法
：
一
括
改
定
法
の
実
質
11
法
案)

に
断
固
と
し
て
反
対
し
、
こ
の
法
案
を

廃
案
に
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）
北
毛
保
健
生
活
協
同
組
合

  　

国
及
び
国
民
の
幸
せ
の
た
め
に
、
制

定
を
期
す
る
平
和
安
全
法
制
関
係
法
案

を
１
日
も
早
く
制
定
さ
せ
、
内
外
に
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
政
策
が
実
行
で
き
る

こ
と
を
切
に
願
う
た
め
に
反
対
。

　

安
保
関
連
法
案
が
憲
法
違
反
で
あ
る

と
い
う
見
解
が
多
数
と
な
る
中
、
会
期

を
延
長
し
て
も
本
質
を
変
え
る
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
よ
っ
て
法
案
は
速
や
か

に
撤
回
か
廃
案
に
す
る
こ
と
、
ま
た
憲

法
を
守
る
立
場
で
賛
成
。

質
問　

県
は
、
大
同
特
殊
鋼
の
鉄
鋼
ス

ラ
グ
は
産
業
廃
棄
物
と
認
定
し
、
県
警

に
告
発
し
ま
し
た
。
放
置
し
て
あ
る
ス

ラ
グ
を
早
急
に
撤
去
す
べ
き
だ
。

建
設
部
長　

県
環
境
森
林
部
の
助
言
及

び
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
関
す
る
連
絡
会
議
等

で
最
終
方
針
が
出
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
併
せ
て
連
携
し
た
対
応

を
取
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

市
が
調
査
し
た
72
カ
所
以
外
に

確
認
で
き
た
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。
ま
た

放
置
さ
れ
て
い
る
ス
ラ
グ
の
総
量
は
。

建
設
部
長　

新
た
に
４
カ
所
発
見
さ
れ

総
量
は
72
カ
所
で
、
１
万
４
３
０
０
立

方
㍍
で
、
単
位
重
量
を
２
㌧
と
仮
定
す

る
と
、
２
万
８
６
０
０
㌧
と
な
り
ま
す
。

質
問　

撤
去
す
る
場
合
の
費
用
は
。

建
設
部
長　

仮
に
処
分
料
を
１
㌧
当
た

り
３
万
円
と
し
た
場
合
、
ス
ラ
グ
の
処

分
料
だ
け
で
、
８
億
５
８
０
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

質
問　

大
崎
緑
地
公
園
の
遊
歩
道
部
分

に
大
量
の
鉄
鋼
ス
ラ
グ
が
埋
め
ら
れ
て

い
る
。
再
調
査
の
考
え
は
。

建
設
部
長　

再
調
査
を
行
っ
た
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
現
時
点
で
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

小
・
中
学
校
の
統
廃
合
は
住
民
合
意
で

質
問　

学
校
の
統
廃
合
を
考
え
る
と
き
、

学
校
と
地
域
が
築
い
て
き
た
文
化
の
継

承
に
問
題
が
起
こ
る
の
で
は
。

学
校
教
育
部
長　

統
合
さ
れ
る
学
校
の

特
色
あ
る
教
育
活
動
が
、
受
け
入
れ
校

で
も
継
承
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

質
問　

経
費
節
減
だ
け
で
な
く
、
住
民

合
意
を
優
先
す
べ
き
で
は
。

学
校
教
育
部
長　

学
校
再
編
は
、
児
童

・
生
徒
の
教
育
環
境
を
改
善
す
る
観
点

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鉄鋼スラグが入った大崎緑地公園

鉄
鋼
ス
ラ
グ
は
産
業
廃
棄
物
と
認
定
、

　
　

急
い
で
撤
去
を

角
田　

喜
和　

議
員　

　

９
月
定
例
会
で
は
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
に
関
す
る
に
請
願
が

２
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
決
に
あ
た
り
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
採
決
の
結
果
、
２
件
の
請
願
と
も
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

願情
陳請反　

対

反　

対

賛　

成

賛　

成


